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まえがき

本書は、国際連合食糧農業機関（FAO）の要請により、スウェーデン食品・生命工学研究機構（Swedish 
Institute for Food and Biotechnology，以下SIK）が2010年8月から2011年1月に実施した調査研究に基づいて
作成されたものである。

2011年5月16-17日に開催された国際包装産業フェア‘Interpack2011’（ドイツ・デュッセルドルフ）における国際会議
‘Save Food！’（食料を救え！）に基調データを提供するため、世界における食料のロスに関する２つの研究（高・

中所得国に関する研究と低所得国に関する研究）が実施された。‘Save Food！’は‘Interpack2011’とFAOによっ
て共催されたもので、世界全体で失われている食料と無駄に捨てられている食料に対する懸念の高まりと、これら
が世界の貧困や飢餓に与える影響、さらには気候変動や自然資源の利用に関する懸念に応えようとするものである。

このプロジェクト全般にわたってご協力いただいた多くの研究者とともに、特に有益な寄稿をいただいたLisa 
Kitinoja、Adel Kader、Felicitas Schneider、Vaclav SmilおよびJesper Stageの諸氏に感謝申し上げる。

写真の提供についてはJonathan Bloom、Harris GraberおよびNick Saltmarsh諸氏に、表紙のデザインとレイア
ウトについてはSimone Morini氏に、ならびにグラフィック編集についてはLarissa D’Aquilio氏に特段の謝意を表す
る。
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要　旨

この調査研究は、フードチェーン（食料の生産から貯蔵、流通、加工、販売、消費に至る一連のプロセス、訳注）
全体を通して発生するロスに焦点を当て、その規模の大きさを評価している。さらに、食品のロスの原因を特定し、
それを防ぐために採りうる方策を明らかにしている。

研究の結果は、世界全体で人の消費向けに生産された食料のおおよそ３分の１、量にして年約13億トンが失われ、
あるいは捨てられていることを示唆している。これはまた必然的に、食料生産に費やされた膨大な量の資源が無駄
に使われ、また、失われあるいは捨てられた食料を生産するために発生した温室効果ガスもまた無駄に排出された
ことを意味する。

食料は、農業によって生産されてから最終的に家庭で消費されるまでのサプライチェーンを通る過程で失われ、あ
るいは捨てられる。中・高所得国では、食料はかなりの割合が消費の段階で無駄にされるが、これは、それらがた
とえまだ人の消費に適していても捨てられていることを意味する。先進工業地域では、フードサプライチェーンの早
い段階でもかなりのロスが発生する。低所得国では、食料はフードサプライチェーンの早期あるいは途中の段階で
失われることが多く、消費者段階で捨てられる量はごく少ない。

１人当たりでは、全体として、開発途上国よりも先進工業世界の方が無駄にされている食料が多い。消費者１人当
たりの食料廃棄量は、ヨーロッパと北アメリカでは95−115kg/年であるのに対して、サハラ以南アフリカや南・東南ア
ジアではたった6−11kg/年であると推定される。

低所得国における食料のロス・廃棄の原因は、主として、収穫技術、厳しい気候条件での貯蔵と冷却施設、イン
フラ、包装およびマーケティング・システムにおける財政的、経営的および技術的制約に関連している。開発途上
国では多くの小規模農家が食料不安にさらされており、食料のロスを削減することは彼らの暮らし向きに直接的な、
大きなインパクトを持っているにちがいない。

開発途上国におけるフードサプライチェーンは、とりわけ、小規模農家の組織化と、彼らの生産と販売の多様化お
よび規模の拡大を督励することによって強化される必要がある。インフラ、輸送、食品産業および包装産業への投
資もまた必要である。公共および民間部門はともに、これを達成する役割を担っている。

中・高所得国における食料のロス・廃棄の原因は、主としてサプライチェーンにおける各アクター間の協調の欠如と
消費者の習慣にある。農家と仲買人の売買契約が、農作物の廃棄量に深く関わっていることもある。食料は、形
状あるいは外見が完全でない食品を拒絶するような品質基準のせいで捨てられることがある。消費者段階では、
食料を捨てる余裕のある消費者の配慮に欠ける態度に、不十分な購入計画や‘賞味期限’切れが相まって、大
量廃棄の原因となる。

先進工業国における食料の廃棄は、食品産業、小売業者および消費者の関心を高めることによって減らすことがで
きる。現在は捨て去られている安全な食料の、優れた、そして有益な利用方法を見出す必要がある。

この調査研究は世界の食料のロス・廃棄に関する知識に大きなデータ不足があることを明らかにした。この分野に
おける一層の研究が急務である。
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食料安全保障は大部分の開発途上国において重要な関心事である。将来の人口増と、より豊かになっていく世界
の人々の増加による需要を十分に満たすために、食料を飛躍的に増産しなければならないことは明白である。この
調査研究は、必然的な消費の増加と求められる増産との不均衡と闘い、その緊張を和らげるために、まず採るべ
き手段の１つは、フードチェーン全体の効率を向上する大きな潜在的能力を持っている食料ロスの低減を促進するこ
とであることを示している。食料ロスの低減は、自然資源（土地、水、エネルギー、肥料）が限られ、また、すべ
ての人々に十分な、栄養に富んだ食料を生産するために費用対効果の高い解決策を見出さなければならない世界
の、忘れてはならない最も重要な優先事項である。
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1.  序　論

食料のロスは、世界の最貧諸国における飢餓との闘い、所得の向上および食料安全保障の改善において極めて
重要な問題である。食料のロスは、貧困層の食料安全保障、食料の質と安全性、経済発展および環境にインパク
トを与える。食料ロスの実際の原因は各国で異なり、その国の特有の条件や地域の状況に大きく左右される。大ま
かに言えば、食料のロスは、作物生産の選択と様式、それぞれのインフラと能力、流通のためのマーケティング・チェー
ンと販路、および消費者の購買と食品利用の慣行に影響されうる。国の経済発展やシステム成熟度のレベルに関わ
りなく、食料のロスは最小限に止められるべきである。

食料のロスは、土地、水、エネルギーおよび投入資材といった生産に供される資源を無駄にしていることを意味する。
消費されることがないであろう食料を生産することは、その食料の経済的価値を損なうばかりでなく、CO2の不要な
排出につながる。

経済的に避けることができる食料のロスは、農家と消費者双方の所得に直接的な負のインパクトを持っている。多く
の小規模農家が食料不安にさらされている状況で、食料のロスを減らすことは、彼らの暮らしに直接大きなインパク
トを与える。貧しい消費者（食料不安にある、あるいはその危険に直面している世帯）にとって最も重要なことは、
栄養があり、安全で、手の届く価格の食品を入手する確実な手段を持っていることである。食料不安はしばしば供
給の問題よりも入手可能性（購買力および食料の価格）の問題がより大きいことに注目する必要がある。フードサプ
ライチェーンの効率を改善することは、消費者に届けられる食料のコストを引き下げるとともに、その入手可能性を高
める助けになりうる。食料ロスの規模によっては、ロスを減らすために有利な投資をすることも食料のコストを引き下
げる１つの方策となるだろう。しかしそれにはもちろん、ロス低減に要するコストが、それによって得られる財政的な
利益を上回らないことが要求される。

今日、世界中でどれほどの食料が失われ、捨てられているか？ そしてわれわれは食料のロスをどのようにして防止で
きるか？ これらの問いに正確な答を与えることは不可能であり、この分野で進行中の研究はごく少ない。将来の世
界全体の需要を満たすために、食料生産を大幅に拡大しなければならないことを諸予測が示唆している中で、これ
は大きな驚きである。現今の全世界的なフードサプライチェーンにおけるロスは、おそらくかなり大量であるが、それ
らロスに向けられている注意は不十分である。

Interpack2011における国際会議‘Save Food！’に向けて、FAOは、食料のロス・廃棄の規模と影響、さらには
その原因と防止策に関する２つの調査研究−１つは高・中所得諸国について、もう１つは低所得諸国につい
て−を実施するために、SIKの協力を求めた。この２つの研究はフードチェーンの過程で発生している食料のロス
に着目し、これらのロスの量的側面に焦点を当てながら、その規模の評価を行った。これらの研究は、近年、全世
界で発生している食料のロス・廃棄というテーマに関するデータや報告を収集、分析および集約した。情報が入手
できない場合には、評価や推定を行った。この２つの調査研究の結果が本報告書にまとめられている。
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2.  方　法

スウェーデン食品・生命工学研究機構（SIK）は、入手できるデータを用いて、食料のロス・廃棄を定量
化するために、人の消費に供される食料の生産から消費に至る量的な流れを再構成した。

2.1  食料のロス・廃棄の定義
食料のロスは、人の消費に向けられる食料を特定的に扱うサプライチェーンの各段階における食料の量
的減少を意味する。食料のロスは、フードサプライチェーンの生産、ポストハーベスト（収穫後の取扱：
調製、輸送、貯蔵など、訳注）および加工の段階で発生する（Parfitt et al ., 2010）。フードチェーンの最
終段階（小売および最終的な消費）で発生する食料のロスは“食料の廃棄”と呼ぶほうが適当であり、
それは小売業者と消費者の習慣に関係している（Parfitt et al ., 2010）。

“食料”のロス・廃棄は、一部の家畜飼料や非食用生産物を除いた、人の消費に向けられる生産物につい
てのみ計測されている。この定義によれば、食料のロス・廃棄は、“人の消費に向けられる食用生産物”
に関わるフードチェーンの一部で失われる、あるいは捨てられる食料のことである。したがって、本来
は人の消費用でありながら、たまたま人のフードチェーンから外れた食料は、たとえそれがその後、非
食用（家畜飼料、バイオエネルギー、その他）として利用されたとしても、食料のロス・廃棄とみなさ
れる。この扱い方は、“意図された”非食用と“意図されなかった”非食用を区別するもので、後者は食
料のロスとしてカウントされる。

2.2  食料のロス・廃棄のタイプ
植物性および動物性食料品のサプライチェーンを5つの領域に区分した。食料のロス・廃棄はこれらの区
分それぞれについて推定された。考慮された状況は以下の通りである。

植物性商品と生産物：
農業生産：機械的な損傷および/または収穫作業（例えば、脱穀あるいは果実の摘み取り）中の損耗、収
穫後の収穫物の選別除外、その他によるロス。

収穫後の取扱と貯蔵：取扱、貯蔵および農場と流通拠点間の輸送中の損耗や品質劣化によるロスが含ま
れる。

加工：例えば、ジュース製造、かん詰め作業および製パンなど、加工工場あるいは地場での加工工程中
に発生する損耗や品質劣化によるロスが含まれる。ロスは、収穫物が加工に適さないとして選別除外さ
れた場合や、洗浄、皮むき、薄切りおよび煮沸工程中に、または加工の中断や事故による損耗によって
発生しうる。

流通：例えば卸売市場、スーパーマーケット、小売店およびオープンマーケット（wet markets）などの
市場システムにおけるロス・廃棄を含む。

消費：世帯段階で消費される間のロス・廃棄を含む。
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動物性商品と生産物：
農業生産：牛肉、豚肉および鶏肉の場合、ロスは動物の飼育中の死亡を指す。魚介類については、漁獲
作業中の廃棄を指す。牛乳については、搾乳牛の病気（乳房炎）による乳生産量の減少を指す。

生産後の取扱と貯蔵：牛肉、豚肉および鶏肉の場合、屠殺のための輸送途中の死亡および屠殺場におけ
る選別廃棄を指す。魚介類については、水揚げ後の氷詰め、包装、貯蔵および輸送中の損耗および品質
劣化を指す。牛乳については、農場と流通拠点間の輸送中の損耗および品質劣化を指す。

加工：牛肉、豚肉および鶏肉については、ロスは屠殺時の切除処分による損耗、および、例えばソーセー
ジ製造などの工場での付加的加工における損耗を指す。魚介類については、缶詰やくん製といった工場
での加工時におけるロスを指す。牛乳については、工場での牛乳の処理（例えば、殺菌）および、例え
ばチーズやヨーグルトへの牛乳の加工中の損耗を指す。

流通：例えば卸売市場、スーパーマーケット、小売店およびオープンマーケットなど、市場システムに
おけるロスや廃棄を含む。

消費：世帯段階でのロスや廃棄を含む。

2.3  食料のロス・廃棄の定量化
人の消費のために生産された食料およびフードサプライチェーンの中で失われたり捨てられたりする食
料の物理的な量は、入手できるデータ、世界の食料廃棄に関する文献に示されている結果およびSIK自身
による推計値を用いて定量化された。各品目グループについては、それぞれのフードサプライチェーン
の各段階における食料のロスと廃棄を算定するために質量流量モデル（mass flows model）が用いられた。
モデルの方程式は付録5に示されている。

すべての品目（油料作物とマメ類を除く）の生産量は‘FAO統計年報2009年版（FAO Statistical 
Yearbook 2009）’から集められた（FAOSTAT, 2010a）。油料作物とマメ類の生産量はFAOの‘食料需給
表（Food Balance Sheets）’から集められた（FAOSTAT, 2010d）。

人の消費に向けられた（そして、動物の飼料ではない）生産物の割合を決定するために割当係数（allocation 
factors）が適用された。食用量を決定するために変換係数（conversion factors）が適用された（付録2）。
ロスと廃棄量は、フードサプライチェーンのそれぞれの段階で、FAOの2007年以降の食料需給表と世界
の食料廃棄に関する文献の綿密な調査から得られた結果を用いて推定された。知見にギャップがある場
合には、SIKは、共通して比較できる地域、品目グループおよび/あるいはフードサプライチェーンの各
段階における食料廃棄レベルに基づいて、独自の評価や推定を行った。この数値は付録4に示されている。
これらの評価の基になった情報源や仮定はSIKの研究報告に詳述されている。
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3.  食料のロス・廃棄の規模

3.1  食料生産量
図１は、調査された世界の各地域における、家畜飼料生産物を含む（その後、割当係数を用いて除外されている）、
すべての生産物グループ（一次生産物・原形）の2007年の生産量を示している。生産量は‘FAO統計年報2009
年版’から編集されているが、油料作物とマメ類の生産量についてはFAOの‘食料需給表2007年版’によっている。

アジア先進工業地域の食肉生産は、ほぼ豚肉（約4,600万トン）と鶏肉（約1,200万トン）で占められている。ヨーロッ
パの食肉生産は豚肉（約2,700万トン）で占められている一方、北アメリカとオセアニアではより多様で、鶏肉（1,800
万トン）、牛肉（1,600万トン）および豚肉（1,200万トン）である。

開発途上地域では、ラテンアメリカの食肉生産は、ほぼ牛肉（約1,500万トン）と鶏肉（約1,700万トン）で占められ
ている。南・東南アジアで生産された食肉は主に豚肉（700万トン）と鶏肉（900万トン）が占めている。サハラ以
南アフリカで生産される動物の大部分はウシ（約400万トン）で、北アフリカ、西・中央アジアでは大部分がニワトリ（約
400万トン）である。

3.2  食料のロス・廃棄の規模
人の消費のために生産された食料のざっと３分の１が世界中で失われ、捨てられており、その量は１年当たり約13億
トンになる。食料は、最初の農業生産から最後の世帯での消費に至るフードサプライチェーン全体を通して捨てられ
ている。中・高所得諸国では、食料が大量に捨てられ、それはまだ人の消費に適しているにもかかわらず投棄され
ている。のみならず、フードサプライチェーンの早い段階でも相当量の食料ロスと廃棄が発生している。低所得諸
国では、食料は主にフードサプライチェーンの早期および中間の段階で失われ、消費者段階で捨てられる食料はずっ
と少ない。

図1.  地域別・品目グループ別の生産量
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図２は、ヨーロッパと北アメリカにおける１人当たりの食料ロスが280−300kg/年であることを示している。サハラ以南
アフリカと南・東南アジアでは、120−170kg/年である。人の消費向け食料の１人当たり生産量は、ヨーロッパと北ア
メリカでは約900kg/年であり、サハラ以南アフリカと南・東南アジアでは460kg/年である。

ヨーロッパと北アメリカで消費者によって捨てられる１人当たりの食料は95−115kg/年であるが、サハラ以南アフリカと
南・東南アジアでは6−11kg/年にすぎない。

先進工業国における食料のロスは開発途上国と同じくらい多いが、開発途上国における食料ロスの40％以上は収
穫後と加工段階で発生しているのに対して、先進工業国では同じ割合のロスが小売および消費者の段階で発生し
ている。先進工業国の消費者段階での食料ロス（2億2,200万トン）は、ほとんどサハラ以南アフリカの食料の純総
生産量（2億3,000万トン）と同じくらい多い。

以下に掲げられている７品目グループのグラフ（図3−図9）は、人の消費向けに生産された食料産品のうち、ロスと
廃棄が占める割合を示している。

穀物の場合（図３）、中・高所得国では最大の供給作物はコムギであるが、消費者段階でのロスが最も大きく、穀
物の食料廃棄総量の40−50％を占める。

低所得地域、特に南・東南アジアの人口稠密地域では、コメが最大の作物である。これらの地域では、フードサプ
ライチェーンの流通や消費段階に比べて、農業生産と収穫後の取扱および貯蔵の段階で食料のロスが多い。

イモ類グループ（図４）では、ジャガイモ（中国ではサツマイモ）が中・高所得国における最も重要な供給作物で
ある。調査結果は、中・高所得３地域すべてにおいて農業生産の過程で大量に失われていることを示唆している。
これは、主として、小売業者によって決められている品質基準に沿って収穫後の等級付けが行われることによる。そ
れとともに、消費者段階で捨てられる量もまた多い。

図2.  各地域における消費および消費前の段階での１人当たり食料のロスと廃棄量
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サハラ以南アフリカとラテンアメリカではキャッサバが、北アメリカ、西・中央アジア、および南・東南アジアではジャガ
イモが最大の供給作物である。これらの地域では、フードサプライチェーンの中で比較的食料ロスが多いのは、流
通や消費の段階よりも農業生産および収穫後の取扱と貯蔵の段階である。その理由のひとつには、生のイモ類は腐
りやすく、特に多くの開発途上国の気候が暖かく湿度が高いことから収穫や収穫後の作業の間に痛みやすいことが
あげられる。

油料作物とマメ類グループの場合（図５）、供給量が最も多いのは、ヨーロッパではヒマワリ種子とナタネ種子、北ア
メリカ・オセアニアおよびアジア先進工業地域ではダイズである。中・高所得全地域におけるロスは農業生産の過程
で比較的多く、収穫作業中のロス率を6−12％に押し上げている。

図3.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
当初生産量に占める割合（穀物）
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図4.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
当初生産量に占める割合（イモ類）
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サハラ以南アフリカではラッカセイが主な油料作物で、北アメリカ、西・中央アジアではダイズとオリーブ、南・東南ア
ジアではダイズとココナッツ、ラテンアメリカではダイズが主体である。これらの地域におけるロスは農業生産および収
穫後の取扱と貯蔵の間で最も多い。しかし、これはまた、油料作物は流通と消費の段階では主に植物油として消
費され、生鮮生産物に比べると廃棄量が比較的少ない生産物であるという事実によるところが大きい。

果実と野菜類グループを見ると（図６）、農業生産過程でのロスが先進工業３地域すべてで最も大きいが、これは
主として、小売業者によって設けられた品質基準に沿って行われる収穫後の果実と野菜類の格付けによるものであ
る。フードサプライチェーンの最終段階での廃棄もまたこの３地域がかなり多く、消費者によって捨てられる量は購入
された量の15−30％に及ぶ。

開発途上地域では、農業生産過程で生じるロスがフードサプライチェーン全体のロス総量の大半を占める。収穫後
と流通段階でのロスもまた甚だしく、これは、多くの開発途上国にみられる、暖かく湿度の高い気候条件での腐敗
しやすい作物の品質劣化、および供給過剰をもたらしやすい季節性によって説明することができる。

図5.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
当初生産量に占める割合（油料種子およびマメ類）
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図6.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
当初生産量に占める割合（果実および野菜類）
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食肉および肉製品の場合（図７）、先進工業地域におけるロス・廃棄はフードサプライチェーンの最終段階で最も
甚だしい。これは、特にヨーロッパと米国のように、1人当たり食肉消費量が多いことと、小売業者や消費者の段階
での廃棄率が高いことが相まっていることで説明される。消費段階での廃棄は食肉類のロス・廃棄量全体のほぼ
半分に達する。家畜生産および屠畜後の取扱と貯蔵の間の廃棄が比較的少ないのは、屠畜までの飼育や輸送中
の家畜の死亡率が相対的に低いことによって説明することができる。

すべての開発途上地域におけるロスは、フードサプライチェーン全体に極めて均等に分散しているが、サハラ以南
アフリカにおける家畜生産段階の比較的高いロスには注目しなければならない。これは、飼育中に頻繁に発生する
疾病（例えば、肺炎、消化器疾病および寄生虫）に起因する家畜の高い死亡率によって説明される。

図7.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
当初生産量に占める割合（食肉類）
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図8.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生した投棄＊・ロス・廃棄の 
当初漁獲量に占める割合（魚介類および海産物）
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先進工業３地域すべてにおける魚介類と海産物の一次生産物のロスは（図８）、海面漁獲量の9−15%に及ぶ投
棄率のせいで著しい。購入された魚介類や海産物も高い割合で消費者世帯によって捨てられる。

開発途上国での一次生産物のロスは、主として海面漁獲量の投棄率（6−8％）に左右される。流通段階での高
いロス率は、輸送中に起こる生鮮魚介類や海産物の劣化割合が高いことで説明することができる。

牛乳については（図９）、消費段階での廃棄が先進工業３地域すべてにおける食料総廃棄量のほぼ40−65％を占
める。乳牛の病気（主として乳房炎感染）によって、ほぼ3−4％の割合で搾乳量が減少するために、生産段階で
のロスも著しい。

開発途上全地域では、流通段階とともに、搾乳後の取扱と貯蔵の段階での生乳の廃棄が比較的多い。

Box 1.  スナップショット：魚介類の投棄

人による潜在的な消費としての魚介類の投棄
投棄−総漁獲量のうち海へ戻される部分（多くの場合、死んだ、死にかけている、あるいはひどく痛ん
だ）−は、世界の海面漁獲量の大きな部分を占め、一般に海洋資源の浪費であると考えられている。最初の
世界全体の検証は1994年に公表され、全体で2,700万トンが捨てられていることが明示された（Alverson et al ., 
1994）。2005年にFAOが行った最新の世界規模の調査は、投棄量が730万トンに下がったことを示唆した。これ
らの数字はそのまま比較できるものではないが、たとえ前者が過大評価で、後者が過小評価であったとしても、
減少幅は著しいと考えられる。この最新の評価は加重調整された世界全体の廃棄率8％に相当する。しかし、漁
法や地域間には大きな違いが存在する（Kelleher, 2005）。

図9.  地域別、フードサプライチェーンの各段階で発生したロス・廃棄量の 
原乳および乳製品の当初生産量に占める割合（乳製品）
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4.  食料のロス・廃棄の原因と防止策

食料は、最初の農業による生産から最後の世帯による消費に至るフードサプライチェーン全体を通して廃棄される。
中・高所得国では食料がかなりの規模で廃棄されるが、これは、たとえそれがまだ人の消費に適していても捨て去
られているということを意味する。相当量の食料のロス・廃棄がフードサプライチェーンの初期にも発生している。低
所得国では、食料は主としてフードサプライチェーンの生産から加工に至る過程で失われる。

先進工業国では、生産が需要を上回ると食料のロスが発生する。 農家は、予期しない天候不良や病害虫の
発生を心配する一方で、合意した量の出荷を確保するために、たとえ条件は“平年並み”であっても、時には安
全を期した生産計画を立て、必要とされるより多い量を生産してしまう。必要量以上に生産した場合には、一部の
余剰生産物は加工業者や家畜の飼料として売り払われる。しかし、これらの部門での価格が小売業者によって支
払われる価格に比べて低いことを考えれば、これは往 に々して財政的には利益に合わない。

防止策：農家間でコミュニケーションと協力を図る。 農家間で協力することによって、ある農場の過剰生産物を
他の農場の生産不足を解決するために売ることができるようになり、過剰生産のリスクを減らすことができる（Stuart，
2009）。

開発途上国や、時には先進国において、食料は未熟のまま収穫されるために失われうる。 貧しい農家は食
料が足りないために、あるいは農期の後半にどうしても現金が必要になって、時には時期的に早過ぎるのに収穫す
ることがある。このようなやり方では、食料は栄養的にも経済的にも価値を失い、それが消費に不向きであった場合、
捨てられることになる。

防止策：小規模農家を組織化し、彼らの生産と市場を多様化および規模拡大する。 多様な換金作物あるい
は家畜を相当量生産するために、資源に乏しい小規模農家を組織化することができる。この方法によって、彼らは
農業金融機関の信用を得、あるいは生産物の買取業者から前払い金を受け取ることができる。

Box 2.  スナップショット：外観品質基準

ニンジンの品質基準：スーパーマーケット・チェーン Asdaのケース
Tristram Stuartは、自著 ‘Waste―uncovering the global food scandal’（2009）（邦題 ‘世界の食料、ムダ捨て事情’、
訳注）の調査研究として、品質基準がどのように食料廃棄の水準に影響を与えているのかを理解するために、英国
の農場を数箇所訪れた。特にStuartは、スーパーマーケット･チェーンAsdaへの主要な供給業者であるヨークシャー
のM.H. Poskitt Carrotsを訪ねた。農場で、著者は大量の規格外のニンジンを見せられたが、これらはわずかに曲がっ
ているために、家畜の飼料として運び去られた。包装工場では、すべてのニンジンが画像センサーを通されて美的
欠陥を検査されていた。明るいオレンジ色をしていなかったり、色むらや傷のあるもの、あるいは折れているものな
どは家畜飼料容器に掃き出された。農場のスタッフが言うには、“お客さんがひとむきで上から下まで皮をむくこと
ができるように、すべてのニンジンは真っ直ぐでなければならないとAsdaから求められている”（Stuart，2009）。全
体で、M.H. Poskitt Carrotsで扱われたすべてのニンジンの25−30％は規格外とされた。これらの約半分は、形やサ
イズの問題、折れていたり割れ目や傷といった物理的あるいは美的欠陥が理由で除外されていた。
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生鮮品に対するスーパーマーケットの高い ‘外観品質基準’ は食料の廃棄につながる。 一部の生産物は、そ
の重さ、サイズ、形および外見に関する厳格な基準のせいで、スーパーマーケットによって農家の庭先で拒否される。
したがって、大部分の作物が農場から一歩も出ることがない。拒否された作物の一部は家畜飼料として利用される
としても、品質基準が、本来人の消費のためであった食料の用途を転換することもある（Stuart，2009）。

防止策：スーパーマーケットによる消費者調査。 スーパーマーケットは、消費者が重さ、サイズ、あるいは外
見の‘劣る’食料品は買わないものと信じ込んでいる。しかし、消費者は味に影響がない限り、不揃いの生産物で
も買いたいと思っていることを、調査ははっきりと示している（Stuart，2009）。消費者は品質基準に影響を与える力
を持っている。これは、小売店で彼らに質問したり、幅広い品質の生産物を提供することによって実現させることが
できる。

防止策：消費者により近い販売。 農産物を、スーパーマーケットが定めた重さ、サイズおよび外見についての厳
格な品質基準を通さずに、消費者により近いところで販売することで、除外される生産物の量が減るであろう。これ
は、例えば、農家市場や直売所などによって可能となるかもしれない（Stuart，2009）。

開発途上国では、貧弱な貯蔵施設やインフラの不備が収穫後の食料ロスの原因になっている。 農場から、
あるいは漁獲後に直送される果実、野菜、食肉および魚介類などの生鮮生産物は、輸送、貯蔵、冷蔵および市
場インフラが不十分であるために、暑い気候のなかで腐ってしまいかねない（Rolle，2006；Stuart，2009）。

防止策：インフラと輸送への投資。 政府は、道路、エネルギーおよび市場インフラを改善する必要がある。その
後で、民間部門の投資が、輸送とともに、貯蔵やコールドチェーン（冷凍、冷蔵、低温の状態で食品を流通させ
るシステム、訳注）の施設を改善することが可能となる（Choudhury，2006）。

安全でない食料品は人の消費に不適当であり、したがって捨てられることになる。 最低限の食料安全基準を
満たすことができないということは、食料ロスの発生につながるだけでなく、極端な場合には、その国の食料安全保
障にも影響を与える。食料自体に自然に生成される毒素、汚染された水、農薬の危険な使用、および獣医薬品の
残留成分などといったさまざまな要因が食品の安全性を脅かす。不適切で非衛生的な取扱および貯蔵条件、なら
びに適切な温度管理の欠如などもまた、危険な食料品を生む原因となる。

Box 3.  スナップショット：不十分な収穫後施設

コメの脱穀、乾燥および風選のための施設の欠如
（タジキスタン）

2010年にタジキスタンのTursunzadeでコメの風選を
する農業者。天日乾燥ではコメを野鼠や寄生虫にさ
らすことになり、これらは収穫物に食害をもたらす。
適切な貯蔵施設はまた、収穫後の取扱や貯蔵の間に
失われる食料の量を減らすために重要である。
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防止策：安全な食料品取扱技術を適用するために、フードチェーンに関わる技術者の知識と能力を向上させ
る。 フードチェーンに関わる技術者は、安全な食料をどのようにして生産するかという十分な技術と知識を備えてい
なければならない。食料品は食品安全基準に準拠して生産され、取り扱われ、貯蔵される必要がある。そのため
には、最終的な食料は消費者を守るものであることを保証するために、すべてのフードチェーン技術者による優れた
農業技術と優れた衛生技術の実践が求められる。

先進工業国における ‘利用あるいは再利用するより捨てたほうが安上がり’ という態度が食料の廃棄を生む。 
産業化された食品加工ラインは、最終生産物が正しい形と大きさであることを保証するために、しばしば作業を行う。
トリミングされた部分は人の消費に供されることもあるが、たいていは捨てられる。食料はまた、生産ラインでの腐敗
が原因となって、加工中に失われる。加工中の手違いによって、食品の安全性、味あるいは栄養価には影響はな
いものの、最終生産物の重量、形あるいは外見的な不良品、あるいは包装の不具合が生じる。基準に沿った生
産ラインでは、これらの生産物は往 に々して捨てられる（Stuart，2009；SEPA，2008）。

Box 4.  スナップショット：危険にさらされている食料の安全性

バングラデシュで牛乳を運ぶ手押し車
バングラデシュのBaghabarighatで田舎から加工工場
へ牛乳を運ぶ手押し車。バングラデシュの暖かく湿っ
た気候条件のなかを適切なコールドチェーンなしに
運搬することで、牛乳にロスが発生する。狭く曲がり
くねった道路を手押し車で運搬するために、牛乳が
温かい状態で取り扱われる時間が長くなる。

Box 5.  スナップショット：利用したり再利用するより捨てたほうが安上がり

オランダにおけるフレンチフライの生産
学位論文を書くに当たって、D．Somsenはフレンチフライ
製造ラインでの食材のロスの原因をより深く理解するため
に、オランダのフレンチフライ業者を取材した（Somsen，
2004）。その会社は、例えばジャガイモを細切りにするため
にサイズを整えるなど、生産ライン中に生の材料が失われ、
あるいは捨てられるいくつかのステップがあることを報告し
た。フレンチフライは壊れやすく、加工中に運搬されたり包
装されたりする際に容易に壊れる。望ましくない製品は選別
除外され、時には最終的に廃棄処分されてしまう。これに
加えて、一部のジャガイモは、積み込みや生産者から工場
への輸送の間および/あるいは貯蔵期間中に受けた損傷の
ために、工場に搬入される前に選別除外される。

©
FA

O
 / 

g
. d

iA
n

A
©

 H
. g

r
A

b
er



4 − 食料のロス・廃棄の原因と防止策 13

防止策：‘規格外’ 生産物を扱う市場を開発する。 営利団体と慈善団体はともに、捨てられたものの、まだ安全で、
味も栄養価も良い‘規格外’の生産物を集荷し、販売あるいは利用することを工夫できる（SEPA，2008）。

開発途上国における加工施設の不備は大量の食料ロスの原因となる。 多くの場合、食品加工産業は、需要を
満たすだけの生鮮農産物を加工し、保存する能力を持っていない。この問題の一部は、生産の季節性と通年使
用が見込めないであろう加工施設への投資コストに帰因している。

防止策：加工業者と農家を結び付ける契約営農を開発する。 政府は、民間部門が食品産業に投資し、供給
問題に対応するために農家とより緊密に働くことを促すような、適切な‘能力向上環境’と投資の風潮を創出するべ
きである。

先進工業国における供給時の大量陳列と幅広い生産物/銘柄産品は食料の廃棄を導く。 小売店は有利な価格
を得るために、さまざまな種類・銘柄の食品を同じ製造業者に注文する必要がある。消費者もまた、小売店に幅広
い生産物が揃っていることを期待している。しかしながら、選択幅の広い生産物は、それらの一部が売れる前に“販
売期限”の期日に達してしまい、そのために捨てられることが多くなる。買い物をする時、消費者は店の棚が十分いっ
ぱいになっていることを期待する。それは販売統計的には確かに有利ではあるが、供給品を絶えず補充しても、往々
にして期限切れに近い食料品は消費者から無視されることになる。これは規模の小さな小売店にとってはとりわけ難
しい問題である（SEPA，2008）。

開発途上国における不十分なマーケットシステムは食料の大量廃棄の原因となる。 ロスを最小化するために、
農家によって生産された作物は効率的な方法で消費者に届けられなければならない。食料生産物にとって適切な
貯蔵や販売の条件を提供している卸売、スーパーマーケットおよび小売施設が極めて少ない。開発途上国におけ
る卸売および小売市場は往 に々して小さく、混雑しすぎており、非衛生的で、冷蔵設備がない（Kader，2005）。

防止策：販売協同組合および市場施設を改善する。 販売協同組合は、小規模な農家から生産物を集め、市
場やその他の流通チャンネルへ輸送するために商品を準備する中核拠点となる組織である。販売協同組合は、こ
れらの活動効率を向上して、食料ロスを低減することができなければならない。卸売および小売市場の開発は民間
部門によって行われることが好ましいが、地方政府や販売協同組合は市場施設の設立と改善に役立つことができる

（Kader，2005）。

Box 6.  スナップショット：不十分な市場施設

パキスタンの中央卸売市場
パキスタンのLahoreにある中央卸売市場。これらの
バナナは非衛生的な条件のなかで売買されており、
食料品は下水路に近い露地で取り扱われ、積み上げ
られているために、深刻な健康障害の原因になって
いる。この種の市場環境はまた、非衛生的な条件と
ぞんざいな取扱によって傷みやすい生鮮生産物の劣
化を招くことから、食料廃棄の原因となる。
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開発途上国では消費者段階で捨てられる食料は極めて少ない。 貧困と限られた世帯所得は食料を捨てることを
許さない。なぜなら、開発途上国の消費者はその時々で必要な食料品を少量買うのが一般的で、たいていの場合、
その日の食事にちょうど足る量しか買わないからである。

先進工業国では、豊かさと消費者の態度が大量の食料廃棄につながっている。 裕福な国の消費段階におけ
る食料廃棄の最も重要な要因の１つは、おそらく人々が簡単に食料を捨てる余裕があるということである。小売店や
レストランにある１人当たりの入手可能な食料の量は、米国とヨーロッパ連合（EU）ともにこの10年間で増加している。
多くのレストランでは固定価格でビュッフェを提供しているが、これは食事をする人たちに、実際に食べることができ
る以上の量をお皿に盛り付けるように仕向けている。小売店は大きな盛り合わせを提供し、“（２つ買ったら）１つは
ただ”の安売りを行う。同様に、食品製造業はボリューム過多のインスタント食品を生産している（Stuart，2009）。

防止策：国民を啓発する。 これらの問題に関する学校での教育や政治による先導的行動が、今現在の食料の
大量廃棄に対する人々の態度を変えることのできる出発点である。

Box 7.  スナップショット：公共の関心を高めること

自発的な率先活動
デンマークの ‘Stop Wasting Food’（‘食料を捨てるのを止めよう’）運動は、消費者に、各世帯がその日に必要と
する量に合わせて買い物をすることで食料廃棄を回避する方法についての指針を与え、食料の購入と消費のパ
ターンを衝動的なものから合理的なものへと方向転換するよう促すために、より良い世帯計画と購入パターンを
奨励している。

英国では、廃棄物・資源アクションプログラム（Waste Reduction Action Plan，WRAP）が、先進的な小売業者、銘柄
所有者および彼らのサプライチェーンに、いずれは家庭のゴミ箱に捨てられ、最終的には埋め立てゴミにされる、廃
棄食料や包装の量の削減に向けた協働アプローチに同調するよう奨励している。このWRAPは、包装の無駄と消費者
の食料廃棄を減らすことを目指して、研究開発（R&D）、最良の方法の指導、および啓発活動を実施している。WRAPは、
包装資材製造業者、小売業者、銘柄所有者、供給業者、研究機関、大学、デザイン業者、環境およびデザインコン
サルタントなどと連携している。
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5.  結　論

この調査研究は、食料のロスと廃棄に関する膨大なデータと報告を収集し、分析した。フードサプライチェーンの各
段階における廃棄レベルと廃棄量が推定され、各段階における食料のロス・廃棄の原因と可能な防止策が報告さ
れた。

十分なデータが得られなかったために、流通と消費の段階をはじめとして、食料廃棄レベルに関して多くの推定をせ
ざるをえなかった。したがって、この研究で得られた結果を解釈するに当たっては十分な注意が必要である。

この研究はまず、全世界的な食料の廃棄に関する入手可能な情報に、大きなデータの欠落、特に、個々の原因に
よって発生する食料ロスの定量化、および食料ロスの防止コストに関するデータの欠落があることを明らかにしてい
る。また、データが入手できる場合でも、それらは往 に々して大きな不確実性を伴っている。

特に、開発途上世界の大部分において食料安全保障が大きな懸案事項であることを考えれば、この分野における
さらなる調査研究が急務である。

将来の最終的な需要増に応えるために、主要食料の増産が至上課題である一方、食料の生産と入手可能性の切
迫した状態は、食料ロス削減の潜在能力を引き出すことによっても緩和することができる。失われ、捨てられる食料
の総量を減らすための効率的な解決策はフードチェーン全プロセスにわたって存在する。行動はこのチェーンの各
部分にのみ向けられるべきではない。ある部分で実施される（あるいは実施されない）行動は、他の部分にも影響
するからである。低所得国では、諸対策はまず、例えば収穫技術、農業者教育、貯蔵施設やコールドチェーンを
改善することによって生産者に展望を与えなければならない。他方、先進工業国では、もし消費者が現在のレベル
で食料を捨て続けるのであれば、生産者と産業段階での解決策は限定的な効果しか持たないであろう。消費者世
帯には、現在の高レベルの食料廃棄の原因になっている消費行動を知らしめ、彼らがそれを変える必要がある。

強調されるべきもう１つの点は、今日のフードサプライチェーンはますますグローバル化しているということである。ある
種の食品は、世界のまったく別の場所で生産され、形が変えられ、消費される。拡大傾向にある国際貿易が食料
ロスに与えるインパクトは、なお、より一層詳細に分析されるべきである。
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付録1.  世界の地域グループの分類

世界の地域1 ～ 3に分類される国−中／高所得国
地域1：ヨーロッパ

アルバニア フランス オランダ
アルメニア グルジア ノルウェー
オーストリア ドイツ ポーランド

アゼルバイジャン ギリシャ ポルトガル
ベラルーシ ハンガリー ルーマニア
ベルギー アイスランド ロシア連邦

ボスニア・ヘルツェゴビナ アイルランド セルビア
ブルガリア イタリア スロバキア
クロアチア ラトビア スロベニア
キプロス リトアニア スペイン
チェコ共和国 ルクセンブルグ スウェーデン
デンマーク マケドニア スイス
エストニア モルドバ ウクライナ
フィンランド モンテネグロ 英国
地域2：米国、カナダ、オセアニア 地域3：アジア先進工業地域

オーストラリア 日本
カナダ 中国

ニュージーランド 韓国
米国

世界の地域4 ～ 7に分類される国−低所得国

地域4：サハラ以南アフリカ 地域5：北アフリカ、 
西・中央アジア

地域6： 
南・東南アジア

地域7： 
ラテンアメリカ

アンゴラ リベリア アルジェリア アフガニスタン アルゼンチン
ベナン マラウイ エジプト バングラデシュ ベリーズ
ボツワナ マリ イラク ブータン ボリビア

ブルキナファソ モーリタニア イスラエル カンボジア ブラジル
ブルンジ モザンビーク ヨルダン インド チリ
カメルーン ナミビア カザフスタン インドネシア コロンビア

中央アフリカ共和国 ニジェール クウェート イラン コスタリカ
チャド ナイジェリア キルギスタン ラオス キューバ
コンゴ ルワンダ レバノン マレーシア ドミニカ共和国

コンゴ-キンシャサ セネガル リビア ミャンマー エクアドル
コートジボワール シエラレオネ モンゴル ネパール エルサルバドル
赤道ギニア ソマリア モロッコ パキスタン グアテマラ
エリトリア 南アフリカ オマーン フィリピン ガイアナ
エチオピア スーダン サウジアラビア スリランカ ハイチ
ガボン スワジランド シリア タイ ホンジュラス
ガンビア タンザニア タジキスタン ベトナム ジャマイカ
ガーナ トーゴ チュニジア メキシコ
ギニア ウガンダ トルコ ニカラグア

ギニアビサウ ザンビア トルクメニスタン パナマ
ケニア ジンバブエ アラブ首長国連邦 パラグアイ
レソト ウズベキスタン ペルー

イエメン スリナム
ウルグアイ
ベネズエラ
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付録2.  品目グループ

対象とされている各種品目はFAOSTATの食料需給表（Food Balance Sheets）に準拠してグループ分けされて
いる（http://www.fao.org/corp/statistics/en/）：

1. 穀物（ビールを除く）：コムギ、コメ（精米）、オオムギ、トウモロコシ、ライムギ、エンバク、ミレット、ソルガム、
その他の穀物類

2. イモ類：ジャガイモ、サツマイモ、キャッサバ、ヤムイモ、その他のイモ類
3. 油料種子およびマメ類（ナッツ類を含む）：ダイズ、ラッカセイ（脱殻）、ヒマワリ種子、ナタネおよびカラシナ

種子、綿実、ココナッツ（コプラを含む）、ゴマ種子、ヤシ核実、オリーブ、その他の油料作物．
4. 果実および野菜類（バナナ類を含む）：オレンジおよびマンダリン、レモンおよびライム、グレープフルーツ、そ

の他のかんきつ類、バナナ、料理用バナナ、リンゴ（リンゴ酒を除く）、パイナップル、ナツメ、ブドウ（ブドウ
酒を除く）、その他の果実類、トマト、タマネギ、その他の野菜類

5. 食肉類：牛肉、羊肉/山羊肉、豚肉、鶏肉、その他の食肉類、臓物等
6. 魚介類および海産物：淡水魚、底

そ こ う お

魚、浮
う き う お

魚、その他の海洋魚類、甲殻類、その他の軟体動物類、頭足
動物類、その他の水産物、水棲哺乳動物肉、その他の水棲動物類、水生植物類

7. 乳製品：乳類
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付録3.  食料のロスと廃棄を 
定量化するための付加的参考事項

注： 変換係数（conversion factors）は食用農産物の割合を決定する。
 割当係数（allocation factors）は人の消費に向けられる農産物の割合を決定する。
 LIC：低所得国；MHIC：中/高所得国；FBS：食料需給表

穀物：
変換係数：コムギ、ライムギ＝0.78；トウモロコシ、ミレット、ソルガム＝0.79（LIC）、＝0.69（MHIC）；コメ＝１；エ
ンバク、オオムギ、その他の穀物＝0.78．出典：Wirsenius（2000）

割当係数：農業生産過程および収穫後の取扱と貯蔵中のロスについて：
ヨーロッパ＝0.35；北アメリカ・オセアニア＝0.50；アジア先進工業地域＝0.60；サハラ以南アフリカ＝0.75；北アフリカ、西・
中央アジア＝0.60；南・東南アジア＝0.67;ラテンアメリカ＝0.40．

イモ類：
生鮮利用されるイモ類の割合：
生鮮利用されるキャッサバの推定平均割合：サハラ以南アフリカ＝50％．出典：Westby（2002）．ラテンアメリカ＝
20％．出典：Brabet（1998）．

生鮮利用されるジャガイモの推定平均割合：ヨーロッパおよび北アメリカ･オセアニア＝27％．出典：USDA（2010b）．
北アフリカ、西・中央アジア＝81％．出典：Potatoes South Africa（2010）．南・東南アジア＝90％．出典：Pendey（2009）
およびKeijbets（2008）．アジア先進工業地域＝85％．出典：Keijbets（2008）およびFAOSTAT（2010a）．

変換係数：手による皮むき＝0.74；機械による皮むき＝0.90．出典：UNICEF（1990）、Mattsson（2001）．

油料作物および豆類：
割当係数：サハラ以南アフリカ＝0.63；北アフリカ、西・中央アジア＝0.12；南・東南アジア＝0.63；ラテンアメリカ＝0.12；
ヨーロッパ＝0.20；北アメリカ・オセアニア＝0.17；アジア先進工業地域＝0.24．出典：FAOSTAT（2010d）．

果実および野菜類：
生鮮利用される果実および野菜類の割合：
生鮮利用される果実および野菜類の推定平均割合：サハラ以南アフリカ＝99％．出典：Mungai（2000）．北アフリカ、
西・中央アジア＝50％．出典：Guajardo（2008）．南・東南アジア＝95％．出典：FAO（年次不詳）．ラテンアメリカ
＝50％．出典：Guajardo（2008）．ヨーロッパおよび北アメリカ・オセアニア＝40％．出典：USDA（2010c）．アジア先
進工業地域＝96％．出典：Cheng（2008）．

変換係数：手による皮むき＝0.8；機械による皮むき＝0.75；中間＝0.77．出典：独自調査およびUNIDO（2004c）．

魚介類および海産物：
生鮮利用される魚介類および海産物の割合：
生鮮利用される魚介類および海産物の推定平均割合：LIC＝60％；MHIC＝4％．出典：FAO（2009）．

変換係数：魚介類および海産物の平均変換係数＝0.5．出典：FAO（1989）．
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付録4.  食料のロス・廃棄の重量割合 
（各段階における割合）

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：ヨーロッパ（ロシアを含む）
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工・包装 流通：スーパー 
マーケット・小売

消費

穀物 2 4 0.5, 10 2 25

イモ類 20 9 15 7 17

油料種子・マメ類 10 1 5 1 4

果実・野菜類　 20 5 2 10 19

食肉類 3.1 0.7 5 4 11

魚介類・海産物 9.4 0.5 6 9 11

乳類 3.5 0.5 1.2 0.5 7

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：北アメリカ・オセアニア
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工・包装 流通：スーパー 
マーケット・小売

消費

穀物 2 2 0.5, 10 2 27

イモ類 20 10 15 7 30

油料種子・マメ類 12 0 5 1 4

果実・野菜類　 20 4 2 12 28

食肉類 3.5 1.0 5 4 11

魚介類・海産物 12 0.5 6 9 33

乳類 3.5 0.5 1.2 0.5 15

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：アジア先進工業地域
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工･包装 流通 消費

穀物 2 10 0.5, 10 2 20

イモ類 20 7 15 9 10

油料種子・マメ類 6 3 5 1 4

果実・野菜類　 10 8 2 8 15

食肉類 2.9 0.6 5 6 8

魚介類・海産物 15 2 6 11 8

乳類 3.5 1 1.2 0.5 5
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各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：サハラ以南アフリカ
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工･包装 流通 消費

穀物 6 8 3.5 2 1

イモ類 14 18 15 5 2

油料種子・マメ類 12 8 8 2 1

果実・野菜類　 10 9 25 17 5

食肉類 15 0.7 5 7 2

魚介類・海産物 5.7 6 9 15 2

乳類 6 11 0.1 10 0.1

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：北アフリカ、西・中央アジア
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工･包装 流通 消費

穀物 6 8 2, 7 4 12

イモ類 6 10 12 4 6

油料種子・マメ類 15 6 8 2 2

果実・野菜類　 17 10 20 15 12

食肉類 6.6 0.2 5 5 8

魚介類・海産物 6.6 5 9 10 4

乳類 3.5 6 2 8 2

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：南・東南アジア
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工･包装 流通 消費

穀物 6 7 3.5 2 3

イモ類 6 19 10 11 3

油料種子・マメ類 7 12 8 2 1

果実・野菜類　 15 9 25 10 7

食肉類 5.1 0.3 5 7 4

魚介類・海産物 8.2 6 9 15 2

乳類 3.5 6 2 10 1

各品目についてフードサプライチェーン各段階で評価/推定された廃棄量の割合：ラテンアメリカ
� （%）

農業生産 収穫後の 
取扱・貯蔵

加工･包装 流通 世帯段階での消費

穀物 6 4 2, 7 4 10

イモ類 14 14 12 3 4

油料種子・マメ類 6 3 8 2 2

果実・野菜類　 20 10 20 12 10

食肉類 5.3 1.1 5 5 6

魚介類・海産物 5.7 5 9 10 4

乳類 3.5 6 2 8 4
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付録 5.  食料のロスと廃棄量の計算例

例： サハラ以南アフリカにおける果実と野菜類（F&V）のロスと廃棄量の計算。下図は、サハラ以南アフリカにつ
いて‘食料需給表2007年版’に掲載されたF&V総量（1,000トン）の質量流量を示している。

A+B+C−D=E−（F+G+H+I）=J=K+L

フードサプライチェーン各段階における廃棄量の割合：
農業生産 = 10%
収穫後の取扱・貯蔵 = 9%
加工・包装 = 25%
流通（生鮮F&V） = 17%
流通（加工F&V） = 10% 
消費（生鮮F&V） = 5%
消費（加工F&V） = 1%  

図10.  サハラ以南アフリカについて ‘食料需給表2007年版’ に掲載された果実と野菜類（F&V）総量のマスフロー

生産量
（A）
83,325

∑ 供給要因 = － ∑ 利用要因 =国内供給量
（E）
81,517

輸入量
（B）
2,583

在庫変動量
（C）
179

輸出量
（D）
4,570

家畜飼料
（F）
2,373

食　料
（J）
64,637

生鮮F&V
 （K）
63,991

加工F&V
（L）
646

種　子
（G）
0

加　工
（H）
6,431

廃　棄
（I）
8,076
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フードサプライチェーン各段階における１次相当F&Vのロスと廃棄量の計算：
農業生産：（0.1/（1−0.1））×83,325＝9,258＝930万トン
収穫後の取扱・貯蔵：0.09×83,325＝7,817＝780万トン
加工・包装：0.25×（646＋6,431）＝1,769＝180万トン
流通（生鮮F&V）：0.17×63,991＝10,878＝1,100万トン
流通（加工F&V）：0.1×（646＋6,431−1,769）＝531＝50万トン
消費（生鮮F&V）：0.05×（63,991−10,878）＝2,656＝270万トン
消費（加工F&V）：0.01×（646＋6,431−1,769−531）＝48＝5万トン
変換係数：手による皮むき＝0.8；機械による皮むき＝0.75；中間＝0.77

フードサプライチェーン各段階における食用F&Vのロスと廃棄量の計算：
農業生産：9,258×0.77＝7,129＝710万トン
収穫後の取扱･貯蔵：7,817×0.77＝6,019＝600万トン
加工・包装：1,769×0.75＝1,327＝130万トン
流通：（10,878×0.8）＋（531×0.75）＝9,101＝910万トン
消費：（2,656×0.8）＋（48×0.75）＝2,161＝210万トン
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